
１．日時　：　平成２１年８月２６日（水）　14:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年6月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全５５件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全１５件
　 ・標準型・・・２件
　 ・簡易型・・・１３件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 2 － 2

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 1 2 － － 3
維持修繕 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 2 2 0 0 4

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － － 6 － － 6
塗装工事 － － － 3 － － 3

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 9 0 0 9

備考

加算点の合計
工種 計 備考

工種
加算点の合計

計

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第３５回）開催結果の概要

加算点の合計
計 備考



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全４０件
　 ・標準型・・・１３件
　 ・簡易型・・・２７件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
通信設備 － － － － － 3 3
一般土木 － － － － 6 － 6
As舗装 － － － － 1 － 1
ＰＣ － － － － 2 － 2
鋼橋上部 － － － － 1 － 1

計 0 0 0 0 10 3 13

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 2 9 － － 11
維持修繕 － － 2 1 － － 3
機械設備 － － 4 － － － 4
受変電設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － －
計 0 0 9 10 0 0 19

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 4 － － － 4
塗装工事 － － 1 － － － 1
機械設備 － － 1 － － － 1
暖冷房衛生設備 － 1 － － － － 1
機械設備 － 1 － － － － 1

計 0 2 6 0 0 0 8

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・２６件
　　①総合評価落札方式（公示前）・・・ 　５件

　　　【標準型】・・・ 　１件
　　　【簡易型】・・・ 　４件

　　②簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　３件

　　③標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　７件

　　④総合評価落札方式（入札前）・・・ 　５件

　　　【標準型】・・・ 　５件
　　　【簡易型】・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　０件

　　⑥標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　６件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり

備考

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計 備考

工種
加算点の合計

計



８月２６日（第３５回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

国道９号
大谷情報表示設備外設置工事

通信設備 －
ＮＨＬ型情報板　１式
トンネル警報板　１式

道路及びトンネルの情報提供を
行う表示板の設置工事であり、
表示板は安定した運用が必要
であることから耐久性及び省電
力化が重要となる。

7
月

94.9 89.0 15 15
・機器品質の確認方
法及び管理方法

20
・設備容量の低減
・初期最高輝度の
性能

20 6 1 3 1 4 2 1 5.9 1 8月28日

2 ◎ 鳥取
道
路

鳥取自動車道
下味野高架橋床版外工事

一般土木 Ｃ
床版工　５５０㎡
壁高欄工　１式

本工事の床版は合成床版であ
り、採用する合成床版の特性に
配慮し床版コンクリートの施工
を行うことは、床版の品質・耐
久性に重要であるため

7
月

89.4 84.0 15 15
合成床版コンクリー
トの品質・耐久性向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 9月3日

3 ◎ 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
本庄地区第２改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

函渠工　N=３基

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要であるため。

7
月

89.4 84.0 15 15
躯体工コンクリート
の品質・耐久性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 9月3日

4 倉吉
道
路

名和淀江道路
倉谷川橋第２下部工事

一般土木 Ｃ

橋台工　N=1基
橋脚工　N=2基
基礎工　N=2本(深礎杭Φ
2500）
仮設工　１式

下部工の塩害・中性化等の劣
化を防ぎ、コンクリートの耐久性
及び構造物の安全性の確保を
図ることが、重要である。

7
月

89.4 84.0 15 15
下部工コンクリート
の品質・耐久性向上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 8月21日

5 倉吉
道
路

名和淀江道路
前谷地区外改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

①盛土　35,000m3
②切土　20,000m3
③函渠工　２基

函渠工の塩害・中性化等の劣
化を防ぎ、コンクリートの耐久性
及び構造物の安全性の確保を
図ることが、重要である。

7
月

89.4 84.0 15 15
函渠工コンクリート
の品質耐久性の向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 9月1日

6 倉吉
道
路

名和淀江道路
西坪西改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

①盛土　30,000m3
②函渠工　２基

函渠工の塩害・中性化等の劣
化を防ぎ、コンクリートの耐久性
及び構造物の安全性の確保を
図ることが、重要である。

7
月

89.4 84.0 15 15
函渠工コンクリート
の品質耐久性の向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 9月1日

7 倉吉
道
路

東伯中山道路
　大谷改良工事

一般土木
Ｃ
・
Ｄ

①盛土　56,000m3
②函渠工　20m
③地盤改良工
3,000m2
④擁壁工　　１式
⑤排水工　　１式
⑥ＰＤＲ　　１式
⑥切回工　　１式

国道９号と東伯中山道路の接
合部分であり、通過交通も多く
粉塵対策が必要である。

7
月

89.4 84.0 15 15
通過交通及び近隣
への粉塵対策

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 9月9日

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
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時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計



８月２６日（第３５回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
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効
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施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

8 倉吉
道
路

国道９号
宇谷地区舗装修繕工事

As舗装 Ａ

工事延長　約1350m
・舗装切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ
（排水性舗装）
約13,000m2

幹線道路であり、排水性舗装の
耐久性向上を図ることが重要で
ある。

7
月

89.4 84.0 15 15
As合材の骨材飛散抑
制対策

30 6 1 3 1 4 2 1 5 5.4 1 8月19日

9 倉吉
道
路

名和淀江道路
松河原第１跨道橋PC外工事

ＰＣ -
橋台工　N=２基
上部工　（L=63m 斜πPC
中空床版)

中空床版の塩害・中性化等の
劣化を防ぎ、コンクリートの耐久
性及び構造物の安全性の確保
を図ることが、重要である。

7
月

83.9 79.0 15 15
中空床版コンクリート
の品質・耐久性の向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 4.9 1 8月28日

10 倉吉
道
路

名和淀江道路
松河原第３跨道橋外PC工事

ＰＣ -

橋台工　N=４基
上部工　（L=26.5m　ポータ
ルラーメンPC中空床版)
上部工　（L=55m 斜πPC
中空床版)

中空床版の塩害・中性化等の
劣化を防ぎ、コンクリートの耐久
性及び構造物の安全性の確保
を図ることが、重要である。

7
月

83.9 79.0 15 15
中空床版コンクリート
の品質・耐久性の向
上

30 6 1 3 1 4 2 1 4.9 1 8月28日

11 倉吉
道
路

名和淀江道路
真子川橋鋼上部工事

鋼橋上部 A
鋼４経間連続非合成鈑桁
橋　L=117m

表面処理を施した耐候性鋼材
を使用した橋梁上部工事であ
り、性能・機能の向上及び構造
物の延命化を図ることが重要で
ある。

7
月

83.9 79.0 15 15
保護性さびの形成
策

30 6 1 3 1 4 2 1 4.9 1 8月31日

12 ◎ 倉吉
道
路

倉吉管内監視外設備工事

通信設備 －

ＣＣＴＶカメラ　Ｎ＝8台
光ケーブル　N=4km
光伝送装置（IP化）
N=22カ所
据付調整　　1式

本工事は監視設備を設置する
もので、設置にあたってはライ
フサイクルコストの低減、品質
管理体制を評価する。

7
月

94.9 89.0 15 15

１）機器の性能等
　①最低被写体照
度の向上
　②設備容量の低
減

20

２）具体的な施工計
画
機器の品質確保に
おける管理・確認方
法

20 6 1 3 1 4 2 1 5.9 1 9月2日

13 倉吉
道
路 倉吉管内情報板外設備工事 通信設備 －

道路情報板（NHL2型）
N=３面
F型支柱　N=1基
砂防情報板監視制御
設備　N=1台
道路情報監視設備　N=
１台
据付調整　　1式

本工事は情報板設備を設置す
るもので、設置にあたってはラ
イフサイクルコストの低減、品
質管理体制を評価する。

7
月

94.9 89.0 15 15

１）機器の性能等
　①設備容量の低
減
　②初期最高輝度

20

２）具体的な施工計
画
機器の品質確保に
おける管理・確認方
法

20 6 1 3 1 4 2 1 5.9 1 9月8日



 ８月２６日（第３５回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

鳥取西道路
有富川樋門工事

一般土木
C
・
Ｄ

樋門工　　1式
護岸工　　1式
深層混合処理工（スラリー攪
拌 φ1000） N=75本

浅層混合処理において、均一な改良
強度を構築するためには、改良体の
品質の向上が必要である。

7
月

71.8 68.0 15 15 15
浅層混合処理に
おける改良体の
品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 8月27日

2 鳥取
河
川 千代川曳田

ひけた

堤防補強工事 維持修繕 - 築堤　L=170m

千代川堤防の川裏法面の盛土による断
面拡大及びこれに伴う水路付替工事であ
り、堤防天端は県道として自動車、歩行
者が利用しており、工事車両の通行に伴
う安全の確保が必要である。

7
月

71.8 68.0 15 15 15

工事中の片側交
互通行時の一般
交通に対する安
全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月9日

3 鳥取
河
川 千代川袋河原堤防工事 一般土木

C
・
Ｄ

築堤・護岸　L=1,000m

千代川堤防の川表法面に特殊堤、護岸
を整備する改良工事であり、市街地に隣
接していることから堤防天端の県道は自
動車交通量が多く、工事車両の通行に伴
う安全の確保が必要である。

7
月

71.8 68.0 15 15 15

工事中の片側交
互通行時の一般
交通に対する安
全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月7日

4 鳥取
河
川

千代川
国英排水樋門設置工事

一般土木 Ｃ
樋門　N=1基
合流点処理1式

千代川堤防に排水樋門を新設する工事であ
り、長期的な維持修繕コストを低減することが
重要であることから、樋門工の品質・耐久性
の向上について技術的所見を求める。

7
月

71.8 68.0 15 15 15
一般車両の安全
確保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月4日

5 鳥取
河
川 千代川古海他掘削工事 一般土木 Ｃ 河道掘削  V=30,000m3

千代川の河道内において土砂の撤去を
行う工事である。
河川内の掘削工事であることから掘削に
伴う濁水の防止対策が必要である。

7
月

71.8 68.0 15 15 15
工事における河川
の汚濁防止対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月8日

6 鳥取
河
川 千代川修繕工事 維持修繕 －

護岸補修　L=約50m
　植生土のう
　　　　　　　N=約1,100袋
　布製型枠マット
　　　　　　　A=約550m2
根固補修　L=約60m
　捨石工　V=約330m3

袋川(旧)及び袋川の河道内において護岸
補修及び根固補修を行う工事である。
河川内の工事であることから掘削に伴う
濁水の防止対策が必要である。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
工事（麻生工区）
における河川の汚
濁防止対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 9月10日

7 鳥取
河
川 狐川排水機場整備工事 機械設備 －

除塵機設備の更新
空気圧縮機の更新
電光表示板の設置

鳥取河川国道事務所の管理する狐川
排水機場の修繕及び更新工事であ
り、設備の確実性及び維持管理性を
向上させることを目的とする。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
除塵設備の塗装
の品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月19日
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⑦
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貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉
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①-1　簡易な施工計画の加算点 ③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

8 鳥取
河
川 袋川狐川水門整備工事 機械設備 －

扉体の補修・塗替
開閉装置の補修
機側操作盤の更新

鳥取河川国道事務所の管理する狐川
排水樋門の修繕及び更新工事であ
り、設備の確実性及び維持管理性を
向上させることを目的とする。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
扉体・戸当り塗装
の品質確保

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月18日

9 鳥取
河
川 湯所川排水機場整備工事 機械設備 －

原動機　2基
減速機　2基　　の整備
主ポンプ2基

鳥取河川国道事務所の管理する湯所
排水機場の修繕及び改造工事であ
り、設備の確実性及び維持管理性を
向上させることを目的とする。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
主ポンプオーバー
ホール時の安全
管理

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月20日

10 ◎ 倉吉
河
川

天神川上井
あ げ い

外護岸工事

一般土木
C
・
Ｄ

護岸工　Ｌ=1,800m
　ブロック張
　　　　　　8,000m2

本工事は高水護岸工事であり、高水
敷からの施工となる。本工事箇所は
一般や学生の高水敷利用が多く、施
工に際しての第３者への安全対策が
重要となる。

8
月

71.8 68.0 15 15 15
高水敷利用者へ
の安全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月7日

11 倉吉
河
川 天神川大塚護岸他工事 一般土木

C
・
Ｄ

護岸工　Ｌ=300m
　ブロック張
　　　　　　2,000m2
河床掘削　18,000m3
築堤　1,000m3

国府川河床整備箇所は河床掘削工
事であり、工事による汚濁水が河川に
流入すると漁業に悪影響を与えるた
め、施工に際して汚濁水の発生抑制
及び流出防止対策が重要となる。

8
月

71.8 68.0 15 15 15
河川への水質汚
濁防止対策につ
いて

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月9日

12 倉吉
河
川 天神川羽合外堤防強化工事 一般土木

C
・
Ｄ

堤防強化工
　　　　　L=1,300m
ﾄﾞﾚｰﾝ工
　　　　　L=1,000m
天端被覆工
　　　　　13,000m2

羽合箇所においては町道を利用し、交通
規制を行っての施工となることから、一般
車両に対する安全対策が重要となる。

8
月

71.8 68.0 15 15 15
一般交通への安
全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月8日

13 倉吉
道
路

名和淀江道路

押平
おしなら

外遮音壁設置工事
維持修繕 -

遮音壁設置工
L=1,000m

遮音効果を確保する点から基礎及び本
体工の施工精度を確保する必要がある。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
土工部に設置す
る遮音壁の施工
上の留意点

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月21日

14 倉吉
河
川 三徳外予備電源設備工事 受変電設備 - 予備電源設備　N=4台

本工事は、管内情報板に予備発電設
備を設置するものであり、機器の品質
管理が重要である。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
現地における据
付・調整について

6 1 3 1 4 2 1 3.3 9月4日
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15 日野川
河
川

日野川

水貫
みずぬき

川
がわ

排水樋門修繕外工事
機械設備 －

開閉機更新 ２施設
開閉機新設 １施設

日野川河川事務所の管理する樋門の
開閉機更新等の修繕工事及び開閉
機の新設工事であり、設備の確実性
及び維持管理性を向上させることが
必要である。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
設備の維持管理
性向上

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月26日

16 日野川
海
岸

皆生海岸

富益
とみます

養浜
ようひん

工事
一般土木

C
・
Ｄ

掘削、運搬、投入
V=30,000m3

堆積した海岸砂を掘削し、侵食されて
いる富益箇所等へダンプ運搬、投入
を行うサンドリサイクルの工事である
が、砂運搬は一般国道を経由して行う
ため、粉塵が懸念される。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
砂運搬時の粉塵
対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 8月28日

17 日野川
河
川

日野川

浦津
うらつ

質的整備第２工事
一般土木

C
・
Ｄ

高水護岸　Ａ＝1,500m2
ドレーン工　Ｌ＝200ｍ

日野川堤防の川裏法面堤脚部にドレー
ン、川表法面に護岸を整備する質的改良
工事であり、隣接する運動公園、農業用
水路や通路が、堤防天端道路の坂路等
と交差しているので、工事車両の通行に
伴う安全の確保が必要である。

7
月

66.3 63.0 15 15 15
工事車両通行に
伴う安全対策

6 1 3 1 4 2 1 3.3 9月15日

18 ◎ 殿ダム
河
川

殿ダム
楠城山崎線付替（その１０）
工事
【地元企業活用促進型】

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　約16,000m3
盛土工　約2,600m3
法面整形工　約3,700m2
法枠工　約390m2
補強土壁工　約980m2
排水構造物工　1式
防護柵工　約370m

市道楠城山崎線における改良工事であ
る。施工現場は急峻であり、作業ヤードも
狭いため、施工方法・使用機械を工夫す
ることで良好な品質を確保することが重
要である。

7
月

78.4 74.0 15 15 15

多数アンカー擁壁
及びジオテキスタ
イル補強土壁施
工時の盛土の品
質確保

6 1 3 1 4 2 1 4.4 11 9月10日

19 殿ダム
河
川

殿ダム
神護地区付替（その１）
工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　約5,400m3
法面整形工　約1,300m2
補強土壁工　約1,800m2
ブロック積工 約1,500m2
排水構造物工　1式
防護柵工　約400m

市道神護殿線における改良工事である。
施工現場は急峻であり、作業ヤードも狭
いため、施工方法・使用機械を工夫する
ことで良好な品質を確保することが重要
である。

7
月

71.8 68.0 15 15 15
補強土壁施工時
の盛土の品質確
保

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 9月8日
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目
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点
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1 鳥取 道路 岩美地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

駟馳山バイパスにおける用地管
理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 8月21日

2 鳥取 道路 金沢地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

津ノ井バイパスにおける用地管
理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 8月20日

3 鳥取 道路
津ノ井バイパス
道路付属施設設置工事

維持修繕 -

道路標識設置Ｎ＝　2基
道路照明基礎Ｎ＝　4基
情報ボックス管路設置　一式
安全関係施設設置　一式

津ノ井バイパスにおける道路付
属施設設置工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 8月20日

4 鳥取 道路 鳥取管内交通安全対策工事 維持修繕 -

標識工事　１式
防護柵工事　1式
区画線工事　1式
遮断機工　１式

鳥取河川国道事務所管内におけ
る交通安全施設工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 9月3日

5 倉吉 道路
国道９号
米川横断歩道橋外塗替工事

塗装 - 塗装塗替　A=3,000m2

本工事は羽合国道維持出張所管内に
おける横断歩道橋の塗装塗替工事で
ある。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 8月18日

6 倉吉 河川
天神川水系
小形樋門改修工事

機械設備 - 開閉機更新６施設

本工事は天神川水系に設置されてい
る小形樋門の改修工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

7
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 8月18日
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く
合
計
点
の
1
0
%

）

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名

7 殿ダム 河川
殿ダム管理庁舎機械設備工
事

暖冷房衛生
設備

Ｂ

空気調和設備、換気設備、自
動制御設備、衛生器具設備、
給水設備、排水設備、給湯設
備、浄化槽設備　新設一式

本工事は、殿ダムにおいてダムを操
作・監視するため新設する施設の内、
機械設備に関する工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

7
月

56.4 15 15 4 4 4 6 4 2 2.4 9月9日

8 殿ダム 河川
殿ダム管理庁舎電気設備工
事

電気設備 Ｂ

電灯設備、動力設備、電熱設
備、雷保護設備、構内交換設
備、拡声設備、火災報知設
備、構内配電線路、構内通信
線路　等　新設一式

本工事は、殿ダムにおいてダムを操
作・監視するため新設する施設の内、
電気設備に関する工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さい
工事である。

7
月

56.4 15 15 4 4 4 6 4 2 2.4 9月15日



   ８月２６日（第３５回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の確
実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

1 鳥取
道
路

国道５３号
田園町第３電線共同溝工事

一般土木 Ｃ 電線共同溝Ｌ＝320ｍ
現道工事のため一般交通への
安全対策が必要である。

2 倉吉
道
路

名和淀江道路
小竹跨道橋外工事
【再公告】

一般土木 Ｃ

橋台工　N=４基
基礎工　N=８本(場所打ち)
上部工　（L=39m PCポータ
ルラーメン中空床版)

上・下部工の塩害・中性化等の
劣化を防ぎ、コンクリートの耐
久性及び構造物の安全性の確
保を図ることが、重要である。

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要
区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2



８月２６日（第３５回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路 国道２９号落折橋改良工事 一般土木 C

橋梁下部工　１基
擁壁工　L=14m
ブロック積工　L=23m
仮設工　１式

国道２９号落折橋の拡幅のため、現橋の横に橋を
かける工事である。現場が線形の悪い区間であり、
工事中に片側交互通行になる期間があるため、工
事中の交通規制が重要となる。

2 鳥取
道
路

志戸坂峠道路
志戸坂トンネル非常用設備配管
工事

一般土木
C
・
D

配管（φ150）　L=1700m
本工事は、志戸坂トンネル内において歩道部に非
常用設備の送水管を敷設するものであり、一般歩
行者の安全確保に配慮する必要がある。

3 倉吉
河
川

天神川河戸橋下部工事
【再公告】

一般土木
C
・
D

橋台工　１基
橋脚工　１基
仮設工　１式

鮎漁が盛んな天神川中流域であり、工事による汚
濁水が河川に流入すると漁業に重大な影響を与え
るため、河川への水質汚濁防止が重要である。

4 倉吉
道
路

名和淀江道路

押平
おしなら

外遮音壁設置工事

【再公告】

維持修繕 -
工事延長L=1,000m
・遮音壁設置工（H=3m)
L=1,000m

遮音効果を確保する点から基礎及び本体工の施工
精度を確保する必要がある。

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て



 ８月２６日（第３５回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路 菖蒲地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事  一式

津ノ井バイパスにおける用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

2 鳥取 道路
鳥取自動車道
智頭河原整備工事
【再公告】

維持修繕 － 用地管理工事　一式

中国横断自動車道姫路鳥取線にお
ける用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

3 鳥取 道路
郡家管内防護柵工事
【再公告】

維持修繕 - 防護柵工事　１式

郡家国道維持出張所管内における
防護柵工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

4 鳥取 道路
駟馳山バイパス
福部岩美地区整備工事
【再公告】

維持修繕 - 用地管理工事  一式

駟馳山バイパスにおける用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

5 鳥取 道路
国道29号
因幡大橋塗替第１工事

塗装工事 - 塗装塗替　Ａ＝4,780㎡

本工事は国道29号因幡大橋の塗替
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

6 鳥取 道路
国道29号
因幡大橋塗替第２工事

塗装工事 - 塗装塗替　A=4,780㎡

本工事は国道29号因幡大橋の塗替
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名



 ８月２６日（第３５回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名

7 鳥取 道路
国道53号
新川中橋外塗替工事

塗装工事 - 塗装塗替　A=5,760㎡

本工事は国道53号新川中橋外の塗
装塗替工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

8 倉吉 道路 大山地区用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

中山名和道路～名和淀江道路にお
ける用地管理工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

9 倉吉 道路
国道９号米川横断陸橋外
塗替工事
【再公告】

維持修繕 - 塗装塗替　A=1,500m2

本工事は羽合国道維持出張所管内
における横断歩道橋の塗装塗替工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。



平成２１年８月２６日　第３５回鳥取県部会

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 倉吉 国府川概略設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、天神川水
系国府川における堰
及び築堤護岸等の予
備設計を行うものであ
る。

落札者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フロー・

工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
概
要

★　公示前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー

マ

公
示

（
月

）

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

テーマ２の
提案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

合
 
 

計

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

テーマ１の
提案内容
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

1 鳥取 鳥取西道路Ⅱ期道路詳細設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号鳥取西道路のうち鳥
取県鳥取市松原～同市下坂本地内におけ
る、道路詳細設計を行うものである。

2 鳥取
千代川
稲常合流点処理詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、千代川水系の鳥取市稲常地先に
おいて樋門、橋梁及び道路設計、また詳細設
計に必要な地質調査を行うものである。

3 日野川 菅沢ダム堆砂測量他業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、菅沢ダム貯水池においてナローマルチ測深機
を用いた深浅測量を実施し、土砂堆積量と貯水容量の把
握を行うものである。

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

登
録
等
有
無

公
示

（
月

）

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

予定技術者の経験・能力

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

合
 
 

計

予定担当者の経験・能力

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

同
種
類
似
経
験

保
有
資
格

業
務
成
績

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

落札者を決定するための評価項目

保
有
資
格

合
 
 

計

保
有
資
格

照査技術者の経験・能力

業
務
成
績

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

実施方針及びヒアリング

業
務
理
解
度

実
施
手
順

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当

性

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験
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★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

資
格
要
件

管
理
技
術
力

情
報
収
集
力

組
織
構
成
力

資
格
要
件

専
任
制

専
任
制

そ
の
他

手
持
ち
業
務

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画

の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

、
重
要
事
項
の
指
摘

的
確
性

実
現
性

的
確
性

実
現
性

4 倉吉
穴鴨３号砂防堰堤用地
調査等業務

補償関係ｺﾝｻﾙﾀ
ﾝﾄ業務

本業務は大山山系直轄
火山砂防穴鴨３号砂防
堰堤工事（東伯郡三朝町
穴鴨）に伴い必要となる
用地調査等業務行うもの
である。

落札者を決定するための評価項目

合
 
 

計

ヒアリング

表
彰
経
験

実施方針及びヒアリング

実
施
手
順

合
 
 

計

予定主任担当者の経験・能力予定主任担当者の経験・能力

業
務
成
績

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

保
有
資
格

業
務
成
績

迅
速
性

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

評価テーマに対する技術提案

テーマ１の
提案内容

テーマ２の
提案内容

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

地
域
精
通
度

業
務
理
解
度

業
務
概
要

参加表明者の経験・能力

地
域
精
通
度

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

業
務
実
施
体
制

手
持
ち
業
務

予定担当者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

業
務
成
績

予定主任担当者の経験・能力

表
彰
経
験

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 日野川
日野川流域資源活用調査業
務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川流域において、
川と地域の自然・歴史・文化・暮ら
しなどの視点により流域資源を評
価し、これを活用した日野川の川
づくりの基礎資料とするものであ
る。

2 日野川
菅沢ダム
本体及び関連構造物等耐震
計算業務

土木関係建設
コンサルタント業務

「大規模地震に対するダム耐震性
能照査指針（改訂素案）」にもとづ
き、菅沢ダムのレベル２地震動に
対するダム本体及び関連構造物
等の耐震計算を行うものである。

3 日野川
菅沢ダム
耐震性能照査評価業務

土木関係建設
コンサルタント業務

「大規模地震に対するダム耐震性
能照査指針（改訂素案）」にもとづ
き、菅沢ダムのレベル２地震動設
定に必要な検討及び別途実施さ
れる耐震計算業務の評価を行う
ものである。

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
テーマ１の提案内容

整
合
性 テーマ２の提

案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

業
務
概
要

公
示

（
月

）

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性
実施方針・実施フロー・

工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績 成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 鳥取
千代川
河道環境調査検討業務

土木関係建設コン
サルタント業務

本業務は、河川環境の状況
を既往調査などをもとにとり
まとめるとともに、河岸及び
河岸防護工の設置状況を
整理し、河岸防護工を整備
する際に環境上配慮すべき
事項を箇所毎にとりまとめる
ものである。

2 倉吉
天神川
河道環境調査検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川において、河道内湿
地、樹木群、河岸の状況及
び河岸防護工の状況をとり
まとめ、今後の河川整備に
おいて河川環境への適切な
配慮を行う基礎資料とする
ものである。

3 倉吉 北栄地区道路設計外業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号に
おいて道路構造検討（北栄
地区）及び道路整備効果検
討（米子地区）を実施するも
のである。

4 倉吉 国府川施設検討設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、天神川水系国府
川中流部における堰及び築
堤護岸等の施設計画検討
を行い、その結果を踏まえ
予備設計を行うものである。

5 日野川
皆生海岸
両三柳地区施設検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、皆生海岸両三柳
地区において、海岸保全施
設の設計検討を行うもので
ある。

6 日野川
日野川
河道環境調査検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、日野川におい
て、河道内湿地、樹木群、
河岸及び河岸防護工の状
況をとりまとめ、今後の河川
整備において河川環境への
適切な配慮を行う基礎資料
とするものである。

7 殿ダム
殿ダム
楠城山崎線落石対策業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は付替市道楠城山
崎線において、落石対策を
行うものである。

特
定
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別

公
示

（
月

）

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

No

★　公示前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績
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実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
駟馳山バイパス
海士跨道橋詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取市福部
町海士地内の一般国道
９号駟馳山バイパスにお
けるOV詳細設計を行う
ものである。

①コスト縮減を図るための
設計方策について

４
月

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 5 12 - 3 1 3 4 - 1 1 3 4 - 1 16 16 10 - 28 24 - - - 137

2 鳥取
駟馳山バイパス
細川トンネル詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取市福部
町細川地内における一
般国道９号駟馳山バイ
パスのトンネル詳細設計
を行うものである。

①現場条件を踏まえたコス
ト縮減について

6
月

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 - 3 1 3 4 - 1 1 3 4 - 1 16 16 10 - 28 24 - - - 140

3 鳥取
鳥取西道路
Ⅲ期道路予備設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、鳥取西道路
（Ⅲ期）の道路予備設計
業務を行うものである。

①現場条件を踏まえたコス
ト縮減について

５
月

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 - 3 1 3 4 - 1 1 3 4 - 1 16 16 10 - 28 24 - - - 140

4 倉吉
中山名和道路
下市川他詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号
中山名和道路の大山町
殿河内地内における下
市川橋、跨道橋３橋の詳
細設計を行うものであ
る。

①下市川橋のおけるＡ２橋
台早期発注に伴う進入路
計画の提案

7
月

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 - 3 - - - - - 2 6 8 - 2 16 16 10 - 28 24 - - - 140

5 倉吉
名和淀江道路
松河原地区跨道橋他詳細設計
業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号
名和淀江道路の大山町
松河原地内における跨
道橋２橋、水路橋２橋の
詳細設計を行うものであ
る。

①No46+20～No48+50
における跨道橋・水路
橋の最適な施工順序及
び施工計画の提案

7
月

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 - 3 - - - - - 2 6 8 - 2 16 16 10 - 28 24 - - - 140

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

テーマ１の
提案内容

テーマ２の
提案内容

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

業
務
内
容
の
理
解
度

実
施
手
順

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

保
有
資
格

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

保
有
資
格

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

保
有
資
格

評価テーマに対する技術提案

合
 
 

計

資格・実績 成績・表彰 資格・実績 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

予定管理技術者の経験・能力 予定担当技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力
実施方針・実施フロー・

工程等

★　入札前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

評
価
テ
ー

マ

公
示

（
月

）
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 鳥取 鳥取管内渋滞等検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は鳥取管内におい
て、渋滞対策等の検討を行
うものである。

①一般国道９号白兎海岸
周辺の渋滞に有効な対策
について

5
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

2 鳥取 千代川堤防強化検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、千代川水系直轄
管理区間内において堤防の
浸透対策検討を行うもので
ある。

①対策工の設計にあたっ
て、背後地等の状況を考
慮した対策工法の選定手
法について

７
月

3 9 15 4 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 - - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

3 鳥取
千代川水系
事業展開検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

千代川水系河川整備基本
方針の河川事業を整理し、
千代川の特徴と課題、費用
便益等を踏まえた各事業の
整備効果を検討し、今後の
河川事業の効果的な進め
方の検討を行うものである。

①千代川水系河川整備基
本方針の今後の河川事業
の進め方を検討する際の
着目点について

７
月

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

4 倉吉
天神川水系
砂防危険度評価検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川砂防区域において
ﾚｰｻﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ測量成果を
用いた大規模土砂災害の
危険度評価を行う。

①大規模土砂災害の危険
度評価に関する留意点

７
月

3 9 15 3 －

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 － － － － － － 12 6 6 6 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

5 倉吉
天神川水系
砂防情報提供施設整備検
討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、天神川水系直轄
砂防区域において予測され
る土砂災害について、地域
住民の避難行動に資する情
報提供機器の整備検討を
行うものである。

①天神川及び小鴨川水系
における土砂災害警戒避
難を目的とした情報提供の
留意点について

８
月

3 9 15 3 －

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 － － － － － － 12 6 6 6 30 30 30 30 － － ー － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

6 倉吉
天神川
流砂量観測検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、天神川水系にお
いて砂防施設の計画・配置
手法の検討を行うための観
測場所の選定、配置計画、
施設設計を行うものである。

①流砂量観測施設の整備
における留意点

８
月

3 9 15 3 －

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

的
確
性

実
現
性

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

的
確
性

実
現
性

独
創
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

特定テーマ２
参考
見積

実施方針

特
定
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

特定テーマ１

独
創
性

妥
当
性

合
 
 

計

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

保
有
資
格

担当技術者の経験・能力 照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

★　特定前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業務名 業務種別 業務概要 特定テーマ

公
示

（
月

）

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力
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